
１．こども発達学科の科目一覧表（案）             （2026年度入学生に適用） 

区分 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 卒業要件 

教
養
科
目 

ラーニング 

スキル科目群 

●デジタル・スキル A 

デジタル・スキル B 

アカデミックライティングＡ 

アカデミックライティングＢ 

  

２４単位 

以上 

※１ 

※２ 

※３ 

外国語科目群 
英語ⅠＡ・英語ⅡＡ 

英語ⅠＢ・英語ⅡＢ 

英語ⅢＡ・英語ⅣＡ 

英語ⅢＢ・英語ⅣＢ 

 

教

養

科

目

群 

ﾃﾞｰﾀﾘﾃﾗｼｰ ●データサイエンス概論 ●コンピュータサイエンス概論 

リベラル

アーツ 
日本史 世界の音楽 東洋の美術 ヨーロッパの美術 日本文学 日本国憲法 教育学 現代の福祉 心理学 健康科学 

心理学概説 地学 地球の科学 生命科学 スポーツＡ スポーツＢ 

地域連携 

科目群 地域貢献Ａ 地域貢献Ｂ 地域貢献Ｃ 地域貢献Ｄ 地域貢献活動Ａ 地域貢献活動Ｂ 地域貢献活動Ｃ 地域貢献活動Ｄ 

専 

門 

科 

目 

心
理
・
発
達 

発達心理学Ａ 発達心理学Ｂ 〈○子どもの発達と文化〉 

保育の心理学 子どもの理解と援助 
 

６６単位 

以上 
 

※２ 

※４ 
 

 

 

 

 教育心理学Ａ 教育心理学Ｂ  子どもの発達と栄養   

社会心理学Ａ 社会心理学Ｂ 

○子ども論特殊講義 

社
会
・
福
祉
・
教
育 

 教職基礎演習 

 

特別支援教育論(小) 

教職実践演習(小) 

 社会福祉概論  

教職入門(小) 教育相談(小) 

〈子どもの発達と教育〉 〈子どもの権利と教育〉 

生涯学習概論Ａ 生涯学習概論Ｂ  

生涯学習支援論Ａ 生涯学習支援論Ｂ 

教育学概論(小) 道徳の理論と指導法(小) 特別活動の指導法 社会的養護 

生徒指導・進路指導論 子ども家庭支援論 総合的な学習の時間の指導法 

社会教育経営論Ａ 社会教育経営論Ｂ 

 

児童福祉論 〈児童福祉特論〉 障害者福祉論 教育社会学 

〈家族社会学〉教育方法・技術論（情報技術の活用を含む。）

(小) 

 算数科指導法 理科指導法 社会科指導法 生活科指導法 

 図画工作科指導法 家庭科指導法 体育科指導法 

小学校英語指導法 地域連携マネジメント 

健康教育概論 

 
教育課程論(小) 教職特別演習 国語科指導法  

音楽科指導法 介護等体験学校経営論(小) 

保
育 

保育原理 

保育者論 

 

 
□保育実習Ⅱ □保育実習Ⅲ 

■保育実習指導Ⅱ ■保育実習指導Ⅲ 
保育実践演習 

子ども家庭支援の心理学 保育内容総論  

保育内容の理解と方法Ⅰ 《身体表現》 

 

 

保育内容の理解と方法Ⅱ 《音楽表現》 《造形表現》 

保育内容Ａ(健康と環境) 保育内容Ｃ(ことば・表現) 

乳児保育 乳児保育演習 障害児保育演習 
保育実習指導Ⅰ 保育実習ⅠＡ 保育実習ⅠＢ 

保育内容Ｂ(コミュニケーション) 子どもの健康と安全 社会的養護内容 保育相談支援 

 保育の計画と評価 

子どもの保健 

演
習 

子ども発達学基礎ゼミナールＡ 

子ども発達学基礎ゼミナールＢ 
子ども発達支援総論 

専門ゼミナールＡ 

専門ゼミナールＢ 
卒業研究 

１４単位 

必修 

人文学部共通  総合探究演習Ａ～Ｄ  

自由

選択 

科目 

「教養科目」および「専門科目」の必要単位を超えて履修した単位 本学が開講するその他の教養科目で履修した単位  

他学部・他学科の専門科目で履修した単位 学芸員設置科目 社会教育主事設置科目 

２０単位 

以上 

卒業要件合計 
１２４ 

単位以上 

※１ 教養科目：四角囲みの科目履修必修 

※２ 教職課程履修者：太字の科目必修、●印の科目から 2 単位を選択必修、○印の科目から 2 単位を選択必修 

※３ 保育士の資格を取得しようとする者：二重下線の科目必修 下線の科目６単位以上修得。 

※４ 保育士の資格を取得しようとする者：下線の科目必修 〈 〉の科目６単位以上修得（保育実習Ⅱ履修者は事前に《 》の科目の履修を推奨） 

□及び■の科目はどちらかを選択必修 

＜小学校教職課程履修者のみ対象＞ 

小学校 

教職課程科目 

算数概説 理科概説 社会科概説 音楽Ⅰ 音楽Ⅱ  

家庭科概説 子どもの体育Ⅰ 子どもの体育Ⅱ  
国語概説Ⅰ 国語概説Ⅱ 生活科概説 教育実習他 

10 単位以上 
 図画工作Ⅰ 図画工作Ⅱ 子どもの英語 教育実習 

 


